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	応用
	抗原情報
	背景
	ユビキチンによるタンパク質の修飾は、異常なタンパク質や短寿命タンパク質を分解対象とする重要な細胞機構です。ユビキチン化には、少なくとも3種類の酵素、すなわちユビキチン活性化酵素（E1）、ユビキチン結合酵素（E2）、そしてユビキチンタンパク質リガーゼ（E3）が関与します。この遺伝子は、E2ユビキチン結合酵素ファミリーのメンバーをコードし、ユビキチンと他のタンパク質の共有結合を触媒します。このタンパク質は、筋肉特異的タンパク質の分解に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + ユビキチン + タンパク質リジン = AMP + 二リン酸​​ + タンパク質 N-ユビキチルリジン。,機能：ユビキチンと他のタンパク質の共有結合を触媒します。筋肉特異的タンパク質の分解に関与している可能性がある。,経路:タンパク質修飾;タンパク質ユビキチン化。,類似性:ユビキチン結合酵素ファミリーに属する。,組織特異性:主に骨格筋で広く発現している。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解、パーキンソン病
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

